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  （ 6）
。この2003～2004年時の増減は，最近の





約 4割，約65万台減少している。今回の不況は，最近の 5～ 6年間の変動
と比較すると，需要減少の量，率ともに大きく，期間も長い。
　そのなかで，ホンダの需要変動を見よう。最近の景気変動の区切りであ
る2003年度から2009年度販売実績を，「四半期報告」 と 「広報発表」 をも
とにして，全四輪車種
































普通車は約 2万9,200台から　　 約 1 万2,000台に
　　　　　　　　　　　　　　　約 1万7,200台，約59％減少し，
小型車は約10万200台から　　　 約 8 万5,500台に
　　　　　　　　　　　　　　　約 1万4,600台，約15％減少し，


































































































































































































































　　　　　小型車　　約27万 7 千台から　　約15万 2 千台に減少。
174
（24）
国内販売：普通車　　約11万 9 千台から　　約11万 4 千台に，
　　　　　小型車　　約14万 6 千台から　　約11万 9 千台に減少。
輸出　　：普通車　　約32万 8 千台から　　約13万 5 千台に，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　約59％減少し，





















年，年度末の 3月がピークで， 1～ 2月から比べると 6万台前後増加して
いる。 4～ 5月に販売低下があり， 3月から比べると 4～ 5万台前後減少




























































































































































































































































































































































見 通 し 4 輪合計 国　　内 登 録 車 軽自動車 輸　　出
H16年 4 月 1,280 780 500 280 500
7 月 1,280 780 500 280 500
10月 1,260 750 490 260 510
1 月 1,280 750 480 270 530
実　　績 1,264 725 465 259 538
H17年 4 月 1,280 750 510 240 530
7 月 1,290 750 515 235 540
10月 1,270 730 486 244 540
1 月 1,305 727 483 244 578
実　　績 1,278 716 467 248 561
H18年 4 月 1,360 730 450 280 630
7 月 1,375 730 450 280 645
10月 1,385 720 430 290 665
1 月 1,385 720 430 290 665
実　　績 1,383 705 419 285 677
H19年 4 月 1,370 680 450 230 690
7 月 1,410 680 450 230 730
10月 1,395 645 430 215 750
1 月 ― 615 ― ― ―
実　　績 1,377 619 409 209 758
H20年 4 月 1,360 640 430 210 720
7 月 ― 620 ― ― ―
10月 1,360 640 430 210 720
12月 1,230 590 390 200 640
1 月 1,190 560 380 180 630
実　　績 1,193 570 384 186 622





⑵　生 産 調 整































年　　度 2001 2002 2003 2004 2005 2006 2007 2008
就業従業員数 87,800 92,100 95,500 99,525 106,523 121,691 130,457 133,114
臨時従業員平




































年　度 2001 2002 2003 2004 2005 2006 2007 2008
正規従業員
（就業人員） 28,500 27,798 27,187 27,045 26,624 26,652 26,583 26,471
臨時従業員平











　2009年 2 月 1 日。浜松製作所で 4月末までに30人を雇い止めする計画
  （32）
。































大卒技術系 700 850 540 63.5％
　　事務系 130 120  80 66.6％






















製作所・工場 2001年度 2002年度 2003年度 2004年度 2005年度 2006年度 2007年度 2008年度
埼玉 狭山 5,552 5,420 5,360 5,419 5,376 5,286 5,334 5,571
和光 264 狭山に移管
栃木 高根沢 1,104 905 787 鈴鹿へ移管
真岡 1,010 1,133 1,182 1,264 1,284 1,302 1,331 1,338
浜　　松 3,746 3,629 3,564 3,444 3,391 3,376 3,295 2,917
鈴　　鹿 8,186 7,658 7,221 7,095 7,032 7,102 6,981 6,943
熊　　本 2,864 2,813 2,825 2,835 2,864 2,923 3,032 3,251
本　　社 5,284 5,759 5,772 6,988 6,677 6,663 6,610 6,451
狭山部品部 490 481 476
















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































　　　 2008年 2 月から 3月にかけて，国内生産を 5万 6千台追加減産計画。
2008年度国内生産台数は期初計画から14万 2 千台少ない116万 8 千
台に変更。これに合わせて，
　　　 埼玉製作所はアコード，ジャズなど 3万台減産のために 2ラインで
2交代制から昼間 1直勤務に変更。










　2009年 2 月 2 日
　　　埼玉製作所の追加減産に対応し，











































　2001 年 4 月にステップワゴンを小型車枠一杯の大きさで二代目にモデル
チェンジ。




2000 2001 2002 2003 2004
オデッセイ フイット フイット フイット フイット
115,133 159,149 261,420 158,285 147,435
ステップワゴン ステップワゴン モビリオ オデッセイ オデッセイ
79,577 109,632 76,755 77,712 78,813
ストリーム ストリーム ステップワゴン ステップワゴン モビリオ
62,057 104,334 65,463 62,456 52,585
シビック オデッセイ ストリーム モビリオ ステップワゴン
51,334 64,490 54,896 53,349 46,516
アコード シビック オデッセイ ― エリシオン
35,926 39,172 43,111 ― 37,294
2005 2006 2007 2008 2009上半期
フイット フイット フイット フイット フイット
116,980 96,598 148,253 152,185 76,489
ステップワゴン ステップワゴン ストリーム フリード インサイト
102,080 70,518 55,619 67,983 55,485
オデッセイ ストリーム ステップワゴン ステップワゴン フリード
56,501 54,114 55,415 37,439 35,875
エアウェイブ オデッセイ ― ストリーム ステップワゴン
53,678 40,838 ― 33,380 14,434
モビリオ モビリオ ― オデッセイ オデッセイ








　2005 年 5 月にミニバンタイプで小型枠一杯のステップワゴンをモデルチ
ェンジし，売り上げを倍近くに伸ばしている。
　2008 年 5 月ミニバンタイプのフリードをモビリオの後継モデルとして投
入した。












年　　度 2000 2001 2002 2003 2004
主力小型車 228,894 422,287 458,534 220,741 246,536
普通車＋小型車 715,783 820,924 804,179 664,938 664,877
主力小型車の割合 32.0% 51.4% 57.0% 33.2% 37.1%
2005 2006 2007 2008 2009上半期
312,088 253,632 259,289 290,987 116,556
661,450 639,867 599,118 545,931 280,420
































2005年 1 月から 3月の間の44,070台，約51％
2006年 1 月から 3月の間の58,443台，約66％
2007年 1 月から 3月の間の40,182台，約41％
2008年 2 月から 3月の間の35,484台，約35％
平均約45,000台，約50％であった。
　これに対して大きな生産の増減は，
2004年 8 月から 9月の間の32,460台，41％




















































































































































































































　　　 「2002年までに…… 2 工場に汎用型ライン（2002年に完了している。
……引用者）」 すなわち 「四輪車の国内主力 2 工場（鈴鹿，狭山工場








　2000 年 2 月。浜松製作所でATラインの統合と，エンジン生産の鈴鹿
への移管。
　　　 2000年度から浜松製作所で，「 3 本の（四輪車用……引用者）AT生産




















































　　　 「二〇〇一年の 『フィット』 発売時，鈴鹿には三本のラインがあっ































　2002 年 7 月から2003年秋。オハイオ州アンナエンジン工場生産ラインの
フレキシビリティ向上。










　　　 1 月。鈴鹿製作所で，第 2ラインを停止し， 3ラインを 2ラインと
する。
　　　•ライン間移管
　　　 1月。狭山第 1ラインから第 2ラインへアコードを移管。
　　　 4月。狭山第 2ラインからストリームを第 1ラインに移管。
　　　 「今春から 『フィット』 の販売台数が前年同月比で二～三割減と急













































































































































































































































































































































































































































































































































































































ンナエンジン工場……では L 4 エンジンを増産」 し，「北米の市場動向に
合わせた乗用車系とライトトラック系の拠点間、ライン間での生産フレキ
シビリティをより拡大し」，「米国のフレキシブル生産体制をさらに強化




























































































（ 6）　ただし，2004年 1 月から国内メーカーの海外生産車で，国内登録された台
数を含む。その割合は全販売量の0.5％程度。












































動車産業に限ったことではない。」，M. ホルウェグ＋F. K. ピル，『21世紀の
自動車産業　受注生産による究極の車づくり』，富野貴弘訳／塩路洋監訳，
2007年9月，文眞堂，p. 130
（17）　ただし，今回の不況期には，満を持して2009年 2 ～ 3 月以降に二代目HV
車インサイトを投入して，縮小均衡政策だけではなく，積極的に打って出て















（21）　Everette P. Johnson, September 2, 2009, “Auto and Truck Seasonal Ad-
justment”, UNITED STATES DEPARTMENT OF COMMERCE, Bureau 




































































（46）　「エンジン・部品生産拠点，ホンダ，稼働停止日設定 ―― 2 ‒ 3 月，栃木・
浜松で」，2009/02/02，日経産業新聞





















までの事業展開を発表」，「企業ニュース，2000年 9 月26日，鈴鹿製作所 生
産体質改革ラインの概要について」
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